
2022年度　教職員の自己評価

9
満3歳以上の園児の

教育及び保育
①健康

10 ②人間関係

11 ③環境

〇コロナ渦でもある中で、zoomで研修を行うなど積極的な取り組みが行われていた。

〇研修の計画を立てたり、誰がどの研修を受けているのかを把握し、研修後は報告書を提出し、どのようなこと

を学んだのか把握できるようにしている。

〇年間計画の中に職員研修が組まれており、その都度テーマを設けた研修が行われ、園の取り組みについて職員

間での確認や共通理解を行ない、保育に対しての意識の向上に努めた。
26 施設長の責務

27 職員の研修等

28 研修実施体制等

25
職員の資質向上に関

する基本的事項

22
子育て支援全般に関

わる事項

〇連絡帳などを通して、保護者の悩み、子育て支援を行い、研修などで学んだことを生かし、また経験があるか

らこその対応を心掛けている。

〇保護者に対する子育ての支援において、保育教諭として保護者の話をよく聞き、保護者が自分で解決していく

ための方法を導き出せるようサポートし、自己決定を支えていくことを心がけている。自分だけで解決できない

場合は、主幹教諭や園に所属する地域コーディネーターの方の力を借りて、子育ての支援を行っている。

〇保護者の自己決定、考え思いに寄り添うようにしている。

〇保護者に園児の様子を伝え、情報を共有し、子育て支援を行っている。外国籍家庭へは、個別の支援を行って

いる。

23

幼保連携型認定こど

も園の園児の

保護者に対する子育

ての支援

24
地域における子育て

家庭の保護者等に対

する支援

18 健康支援
〇特に乳児のクラスなので体調の変化には注意して見守る配慮を行った。伝染病などにも特に気を付け、玩具の

消毒の徹底を行った。

〇全ての職員が対応できるように、マニュアル化し、説明も行っているが、全ての職員ができていないのが現

状。感染症に罹患した子どもも、罹患していない子どもも共に配慮できるように、保護者には現状を含め、協力

いただけるような内容のメールを都度配信している。

〇避難訓練など計画的に行い、様々な災害を想定しとりくんでいる。

19 食育の増進

20
環境及び衛生管理並

びに安全管理

21 災害への備え

15
教育及び保育の実施

に関する配慮事項

①　(1) 乳児期の園児の保育に関

する配慮事項

16
(2) 満１歳以上満３歳未満の園児

の保育に関する配慮事項

17
②教育保育における全般への配慮

事項

8 ⑤表現

〇清潔に保ち、自分で衣服の着脱、排泄などができるように、個人の様子に合わせて援助している。

〇殆んどの項目において子ども達と一緒に考えながら生活をすることができた。正しい知識を知らせるようにと

思った。

〇春はあおむしを見つけちょうちょへ成長する過程を見ることができた。保育室で生き物を飼育することができ

なかった。もう少し子ども達で意識してお世話できるような関わりができたらよかったと反省する

〇友達との関わり方を知ることができるように、保育教諭が仲立ちをしながら、人間関係を築いていけるように

している。

〇絵本や紙芝居を読み、言葉への興味が高まるようにしている。園児が言葉を使って、自分の思いを伝えること

ができるように導いている。
12 ④言葉

13 ⑤表現

〇0歳児では、まだまだ排泄は自立しないが、便器に座る事を毎日続けることで、トイレに誘うと自ら便器に行

こうとする子どもの姿が見られた。

〇愛情を持ち、子ども達と関わるように心がけた。便器での排泄は、高月齢児を中心にゆっくりと促すように心

掛けた。発達段階や、成長具合も考慮するようにした。

〇情緒的に安定しない子どもがいた。家庭での背景等考慮し、両親にも情報共有しつつ保育を行ってきたが、や

はり子どもが求めるのは、母親を占める割合が大きい。保育者では変わりがきかないこともある。子どもが母親

に求めるものをもっと母親がキャッチできるような援助が必要であったか。

〇安心できる保育教諭との関わりの中で、身の回りのことに取り組もうとする気持ちにつながる。

5 ②人間関係

6 ③環境

7 ④言葉

②身近な人と気持ちが通じ合う

（社会的発達）

3
③身近なものと関わり感性が育つ

（精神的発達）

4
満1歳児以上満3歳

未満の園児の保育
①健康

No 評価項目（大） 評価項目（中） 評価

1 乳児期の園児の保育
①健やかに伸び伸びと育つ

（身体的発達）

〇0歳児クラスでは、一人ひとりの安全基地を作ることを意識して保育者とのゆったりとした保育が実践できて

いると思う。

〇応答的な触れ合いからの安心感を持ち、喃語や表情から子ども達の伝えたい欲求が伝わってきて、子ども達が

擦り寄ってくる場面も多くみられ信頼関係を得られたと感じた。

〇食・睡眠・着脱・おむつ交換においては、保育教諭がていねいに行っているため、園児たちも心地よく生活す

ることができている。職員間での共有も行われている。また、一人一人の発育に応じて、はう、立つ、歩くなど

に関しては、専門性の高い職員の指導の下、発達に合わせて十分に体を動かすことができている。

〇気持ちに寄り添うこと、応答的に関わることで一人ひとりの発語につながっている。
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